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「主体的・対話的で深い学び」実現に向けた

若手教員の力量向上
⚫どんな経歴であろうと、どんなに時間がなくとも、
どれだけ周囲に同じ教科の先生がいなくとも、子ど
もの学びを見とって授業をつくる力をつけたい。

⚫一授業からでよいので、自分がデザインした授
業で子どもがどう学ぶかを見とる経験を積みたい。
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すぐ使える教材
のデータベース

遠隔でも授業の
相談ができる同志

見とりを支える授業
研究法とシステム

共通言語としての主体的・対話的で深い学び実現のための授業法
（本事業では「知識構成型ジグソー法」⇒「新しい学びプロジェクト」で活用）



いかに効率的かつ効果的な
授業研究ができるか？

R４年度本事業開始前の
「知識構成型ジグソー法」
授業づくり（デザイン）所要時間
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調査方法：新しい学びプロジェクトのメーリン
グリストに投稿された授業をリストにし、各
教員に授業づくりに掛かった時間＊を報告し
てもらう（対象：実証3団体安芸太田町、飯塚市、
久喜市のベテラン・若手問わない教員113名）

＊「授業案を書いたり，教材を探したり，学譜システムを見たり，教
材を何バージョンか作ったり，メーリングリストに投稿したり，同僚
と議論したりする時間など明確に費やした時間をご報告ください。」



すぐ使える教材データベース
～学譜システム：14年間で3028教材～



遠隔でもMLで常時相談可能
⇒そのディスカッションが教材に紐づく



遠隔でもMLで常時相談可能
⇒そのディスカッションが教材に紐づく



学譜システムの日常的な利用
登録者数、閲覧（PV）数増加
⇒教材の追試、アレンジの増加

7



いかに効率的な
授業研究ができるか？

R４年度本事業開始後の
「知識構成型ジグソー法」
授業デザイン所要時間
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遠隔同期で「もっと気軽に授業を
つくってみる」研修会（R5年7月）

１．学年・教科グループで「若手の先生が秋に授
業するとしたらどれ？」を既存教材から選択

２．トピックや振り返りシートで授業者のねらい
や意図を議論

３．「単元中の位置づけ」「子どもの学びのシミュ
レーション」「教材や進行のアレンジ」を議論

これを１時間で！



いかに効率的な
授業研究ができるか？

R５年度本事業開始後

「知識構成型ジグソー法」
授業デザイン所要時間
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調査方法は同様

対象：安芸太田町、飯塚市、久喜市に
延岡市、京都市小学校、川口市中高も
加え、若手教員（新採5年以内または10

年未満かつ実証校赴任2年以内）63名



いかに効率的かつ効果的な
授業研究ができるか？
～実証校の経験から～

11



若手教員が育つ授業研究 京都市立西院小学校

校長 國重 初美

児童数 ９１１名

教職員数 ７２名

教員数 ６２名

＜内訳＞
２０代 ２２名
３０代 １７名
４０代 １１名
５０代 ３名
６０代 ９名

学級数 全 ３３学級
２年 ４学級

２年以外 ５学級
特別支援学級 ４学級

「主体的・対話的で深い学び」を実現するために

・「知識構成型ジグソー法」の型を使った協調学習
・仮説検証型の授業研究
・全教員で授業をブラッシュアップしていく研究組織

ICTの活用



大人数での授業観察

子どもの学びを見取る

精度の高い音声・
映像記録

別室で１つのグループの学びを見取る
全員が教室に入り、子どもの対話
を聞き取ろうとすると・・・・

研究協議において、そのグループの
子どもたちの学びについて共通の
話題で話し合いができる。

若手教員が意見を言いやすい
環境が生まれる。



学譜システムの活用

４年 算数科「小数」

データベースが
学びの想定を支援

学譜システムを使って教材案検討

４年「小数」のこれまでの実践は？

１０００分の１の位まで扱っている
教材もあるね。教科書が違うと・・

単元の系統性は？



学瞰システムの活用

６年 社会科「江戸幕府と政治の安定」

音声認識システムで
対話をテキスト化

場面を行き来しながら解釈を見直す。

どんな会話をしていたのかな？

武家諸法度の中に参勤交代
があるんと違う？

武家諸法度が一番上で次は
身分？ えーなんやろ刀狩？
身分？ えーなんやろ。



若年教員の変容

１年前 現在

・机間支援をする時、書けているか
書けていないかを見ていた。

・授業づくりの際、どんな授業をし
たいかを考えていた。

・寡黙な子どもは、声を出して話す
ことが少なかった。

・机間支援をする時、子どもがどんな学び
をしているかという書いた内容を見るよう
なった。
・授業づくりの際、子どもがどんな姿になっ
てほしいかを考えるようになった。

・協調学習をする中で、寡黙な子どもが声
を出して積極的に話すようになった。

・子どもたちの対話の時間をしっかりとるこ
とが大切と考えるようになった。

１年前と比べて
どんなところが変わりましたか？

授業の見方・つくり
方が変わった！



授業研究が支える若手教員の成長
「授業をつくるとき、気を付けていること」
（他団体も合わせ17名の若手教員にインタビュー実施中）
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先生 期初 期末

O 子どもたちが話をする場面をどの教科
でも入れようと思っている。教師が話
すだけだと飽きるし、子どもたち同士で
話し合うことによって、1人ひとりの考
えを強化する。…

子どもがどう感じ取るかを重視しな
いと。自分がこう教えようと思って
も子どもの捉え方は違う。今日もそ
うだった。

いろんな問い方を考えて、一人一
人に合わせた聞き方をしないと。

W 授業づくりで気を付けてきたことは、

・課題に対してのまとめを達成できる
ように

・導入で、めあてを子ども達から出せ
るようにすること

・まとめも自分たちで書けるように、書
きだしを与えたりすること

私が不安で資料を丁寧に書きすぎ
ていたのをあえて空きを作ってみ
ることで対話が生まれる、そういう
仕掛けづくりを次も考えられたら楽
しい。教師がわくわくして授業しな
いと。…中略…自分にゆとりができ

ると子ども達も気持ちに余裕がで
て、いろんな意見がでてくるかも。
そう思うと楽しみになってきた。

子どもの学びの
見とりが基盤に
なっている



授業研究ネットワーク構築による
若手教員の成長

⚫テクノロジとネットワーク（コミュニティ）が支える
多様な授業研究の機会（学譜やMLの単独/協
働利用、教員対象のシミュレーション、児童生徒

対象の校内研、集合研修）を通じて

⚫各自のペースやタイミングで、子どもの学び
の見方と授業のつくり方が変わっていく
–授業者での校内研時に言われたことが、その後の他
の若手教員校内研参加時に腑に落ちる

18



子どもの学ぶ姿が若手の先生だけでなく、
周囲も含めて学校の成長を支える
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先生方の
学び

子どもたちの
学び

コミュニティで支え、
テクノロジで振返り、蓄積する

テクノロジでつなぐ

この繰り返しで
先生が育つ



テクノロジを使って、コミュニティを開く
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「未来の先生」の
学び

先生方の
学び

子どもたちの
学び

コミュニティで支え、
テクノロジで振返り、蓄積する

テクノロジでつなぐ

コミュニティを開く



教員養成課程への「授業研究」展開
⚫PLR（Personary）を介して生徒に許諾を得た授業
記録（動画）と仮説検証型授業研究（授業体験⇒

授業者の想定共有⇒実際の生徒の学びの見とり）を活用：
「生徒は対話で学びを深められる！」「思ったよりもっと多様！」

⚫教職生も授業研究に従事できる
教職志望もある程度上がる • 学びの事実：「班での協議や全体交

流の際に、中学生達の具体的な発言

や振る舞いを根拠にして、その生徒

の問題の捉え方、理解の仕方を推測

しながら発言できましたか？」への「そ

う思う」「ややそう思う」

• 授業力向上：「ICTを活用した「授業研

究」をとおして、自分の授業デザイン

や見とりの力が上がったと感じました

か？」への「そう思う」「ややそう思う」

• 教職志望度：「この授業を履修して、

教職への志望度（先生になりたいとい

う気持ち）はどうなりましたか？」への

「高くなった」



「授業研究フォーラム」公開

⚫教材の代わりに全国学調問題で単元マップ紹介
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過去に出題された全国学調の問題
が、学習指導要領解説の「内容の
構成」にリンクして配置。

表示された数（問題数）をクリックす
ると、詳細に飛ぶことができ、問題・
正答例・解説資料等を閲覧できる。



「授業研究フォーラム」公開
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⚫協調学習授業研究チャットボット（OpenAI社GPT-4.0活用）



一人一台時代に応じた、ALルームを用いた

「授業研究データ」の充実
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従来の書き起こしおよび学瞰レコーダー動画に加え，30秒ごとの学瞰レコーダーのサムネイル画像，PTZカメラ画像（内
田洋行社開発マルチカメラコンソールより取得），一人一台端末画像（RealCASTをベースに開発した実証用システム）
を右側のエリアに表示．画像クリックでメディアプレイヤーに拡大表示（動画の場合は再生）．

生徒の発話
書き起こしデータ

学瞰
レコーダー
画像

ＰＴＺカメラ
画像

学瞰
レコーダー
画像
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一人一台時代に応じた、ALルームを用いた

「授業研究データ」の充実
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従来の書き起こしおよび学瞰レコーダー動画に加え，30秒ごとの学瞰レコーダーのサムネイル画像，PTZカメラ画像（内
田洋行社開発マルチカメラコンソールより取得），一人一台端末画像（RealCASTをベースに開発した実証用システム）
を右側のエリアに表示．画像クリックでメディアプレイヤーに拡大表示（動画の場合は再生）．

生徒の発話
書き起こしデータ

学瞰
レコーダー
画像

一人一台
画像

一人一台
画像
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教育環境デザイン研究所/CoREFのHPをご覧ください
https://ni-coref.or.jp/
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